


































































































































































































































































































































































































10月  10日(土)  秋の自然の恵み
11月  14日(土)  食を知る 楽しく焼きいも会


















































13:00 午 後 の 自 由
活動
異年齢や仲間などで思い思いに活動。スタッフも参加。
13:30 おわりの会 終わりの会   本読み：今日の活動にあった本を読みます。
　　　＊小学生グループは今日のまとめを書いて行う。
　　　＊幼児グループは自由絵や遊び絵などでまとめる。
　　　文字を書くことができる子どもは書いてまとめる。
振り返りの発表　
　　　・子ども達、お父さん、お母さん、スタッフも発表。
＊連絡事項　次回の予定など
14:00 解　散
スタッフ ミーティング。振り返りと次回の準備
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２）一人ひとりの特性に合った保育・教育
　子ども達一人ひとりが自分に合った体験ができるように行っている。そのために、
子ども達の自発性も重視するが、スタッフによる子ども理解を大切にしている。自発的に
活動する子どもの姿に多様な場面で向き合い、継続し、系統だった理解に努めている。
３）人と人とのかかわりの重視
　同年齢、異年齢の友達とのかかわりと同時にスタッフとのかかわり、また友達の
お父さんやお母さんとのかかわり、学生スタッフとのかかわりなど多彩にかかわりが
できる環境を構成している。また活動プログラムの中には地域行事や年中行事なども
盛り込まれている。これらの活動によってもかかわる人も多彩となり、かかわりの
内容も豊かとなる。
（２）特色ある活動
　１）体験に基づく保育・教育　
　体験に基づく保育・教育についてはすでに指摘した。先にも示したが、実際に経験
できる現実体験を中心にしている。自然の中では子ども達を取り巻く環境も多彩
である。そこから子ども達は自分に合った活動を見つけ出し、様々な思考や工夫、
その子らしい感情を経験していく。
　２）学びについて「概念学習」の実施　　
　学習についてその内容をいわゆる学力的な面ばかりでなく、生活に関する知識や
技術を身につける、自分自身のやりたいことができるようになる、新たな行動の様式を
形成する、判断できるようになる、など幅広くとらえている。心理学で言う行動形成も
含めている。
　一人ひとりに応じて遊びや生活を通して数を数えることや、文字の書き方、お絵かき
なども身につける。また、その子の興味によって動物に関心を持つ子ども、植物に
興味を示す子どももいる。
　それらについて、そこに含まれる本質的な意味にいたる過程として概念を得ていく
ことを目指している。例えば、「水」が３つのあり方を持っていることについて「水」で
あるときは「液体」であり、お湯になって蒸気になると「期待」であり、冬になって凍ると
「個体」という姿に変えることなどを実物を通して体験していく。
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　３）幼保―小の接続に向けて　　
　現在、幼保―小の接続が求められている。活動の中では「幼保」という就学前と学校
への入学という段階だけでなく、一人ひとりの年齢進行においてもそれぞれの段階が
円滑に移行できることを行っている。
　幼児期の成長にはとても速いものがある。祖俺は1年という期間だけでなく、何か月
という月の進行によっても子ども達は大きく変化する。その段階で達成した状態を
踏まえて次の段階が現れる。そのために、１段階、１ステップごとの達成した状態を
まずは大事にしていく。それを踏まえて次の段階の成長発達を促していく。
　この時に大切にしていることがある。それは大人も含めたスタッフが成長を実現
した子どもに、その子の成長した姿、段階を踏まえて向き合うことである。
　「幼保」から就学についての接続においても同様に考えている。
　またこれらのことを実行するために1年間の活動を「適応期」、「展開期」、「進展期」に
分けてとらえている。
（３）活動の教材化
　毎回の活動で得られた実績は教材化を試みている。経験としても貴重であるが、
別の機会で生かせること、またどのスタッフでも展開が可能となうように、さらに
活動についてそこでの経験の検証ができること、などをねらいとして教材化を行っている。
（４）地域や年中行事などの教材化　　
　地域自体を教材化している。これには年中行事なども含まれる。地域や年中行事
などは内容としても多彩である。また、生活における意味が含まれている。さらに、
生活に合わせて節目ふしめとなっている。それは生活のサイクルを学ぶことでもあり、
人とのつながりの経験を得ることでもある。また子ども達が自分自身の成長を実感
する場でもある。地域や行事の中で役割を経験する場ともなっている。
　しかもこれらの地域や行事の中にはその子の興味や関心に合ったものが含まれて
いる。
　自分に合った活動を経験するという意味において重要である。
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５）活動を冊子化する
　これまでの活動資料を編纂して冊子化している。活動経験の蓄積と活動そのもの可
視化をねらいとしている。表紙の写真（photo－１）を示した。
５．まとめ
　これまで保育士や幼稚園教諭、社会福祉士、学生スタッフ、地域にお住まいの方ら
と共にこの保育園を続けてきた。
　現代社会を見たときに自然を踏まえ、実際体験を重視した保育や教育、子育ては極
めて重要と考える。それは子ども達自身にとっても大切であり、これからさらに創造
性などが求められる時代にあっては社会にとっても重要である。
　おわりに子ども達とのかかわりは子ども達自身を育てるとともに、若い人たちを同
時に育てていること、年配者にとっては子ども達や若者が希望を感じさせてくれるこ
とを実感する。
　現在、いわゆるコロナ禍といわれる状況のもとで、小・中学校の義務教育を含めた
学校教育においてリモート授業・遠隔授業などが行われている。また現代社会の変化
はきわめて急である。このような状況のもとで一人ひとりが自由で創造的な資質を備
えていくことが一層求められている。
　自然保育は実際体験に基づいた成長発達をねらいとするものであり、また幼保―小
の接続も含め、生涯を見通した成長発達をめざすものである。
　これらにより自然保育が果たす役割は大きいと考えられる。
photo−１　2015年度から2019年度までの冊子
